
                       学校評価計画書                                                

  石川県立七尾城北高等学校 

 重 点 目 標  具 体 的 取 組  主担当  現   状  評価の観点  実現状況の達成度判断基準  判定基準  備 考 

 １  授業改善を進 
 めて、基礎・ 
 基本の定着を 
 図る。 

 ①  教材や指導方法 
 を工夫し、わか 
 りやすい丁寧な 
 授業を実施する。

 教務課
 
 
 各教科

 不登校を経験している
 など多様な生徒がいる
 ため、学力差が大きい。

 【努力指標】 
 授業改善に取り組
 み、わかりやすい
 授業を実施し、生
 徒の理解力を深め
 る。 

 授業改善に取り組み、授業の内 
 容が理解できる生徒の割合が 
 Ａ 90％以上である 
 Ｂ 80％以上である 
 Ｃ 70％以上である 
 Ｄ 70％未満である 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 前・後期 
 の２回調 
 査 
 
 授業評価 
 を活用 

 ②  基本的な授業態 
 度の徹底を図り、
 生徒が集中し、 
 主体的に学習に 
 取り組むように 
 させる。 

 教務課
 
 
 各教科

 授業態度は落ち着いて
 はいるが、受け身の生
 徒が多く、学習に対し
 て消極的な姿勢が目に
 つく。 

 【成果指標】 
 生徒が意欲をも 
 ち、積極的に授業
 に参加した。 

 授業に積極的に取り組んでいる 
 と思う生徒の割合が、 
 Ａ 90％以上である 
 Ｂ 80％以上である 
 Ｃ 70％以上である 
 Ｄ 70％未満である 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 前・後期 
 の２回調 
 査 
 
 授業評価 
 を活用 

 ２  学校生活全般 
 を通じて、コ 
 ミュニケーシ 
 ョン能力・自 
 己表現力の向 
 上を図る。 

 ①  生徒会役員によ 
 る生徒会だより 
 の発行、挨拶運 
 動等を通して、 
 生徒間のコミュ 
 ニケーション能 
 力の向上を図る。

 生徒指
 導 課

 生徒会活動は活発化し
 てきているが、生徒会
 役員以外の生徒との温
 度差が見られる。 

 【成果指標】 
 生徒会役員が主体
 となって行う活動
 が増加した。 

 生徒会役員が主体となって行う 
 活動が、 
 Ａ 年間１５回以上行われた。 
 Ｂ 年間１０回以上行われた。 
 Ｃ 年間 ６回以上行われた。 
 Ｄ 年間 ５回以下行われた。 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 年度末に 
 調査 

 ②  教職員の生徒理 
 解やコミュニケ 
 ーション能力の 
 向上を図るとと 
 もに生徒指導の 
 円滑化を目指す。

 生徒指
 導 課

 本校教職員は、これま
 でも生徒への個別対応
 等を丁寧に行ってきた
 が、多様な生徒に対応
 するため、さらなる取
 り組みが必要である。

  【成果指標】 
 生徒理解やコミュ
 ニケーションに関
 わる情報交換会・
 校内研修会を開催
 した。 

 生徒理解のための情報交換会や 
 コミュニケーション関連の校内 
 研修会を 
 Ａ 年間１５回以上開催した。 
 Ｂ 年間１０回以上開催した。 
 Ｃ 年間 ６回以上開催した。 
 Ｄ 年間 ５回以下開催した。 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 年度末に 
 調査 

 
                                                                                                                                              
 



  重 点 目 標  具 体 的 取 組  主担当  現   状  評価の観点  実現状況の達成度判断基準  判定基準  備 考  

 ３  キャリア教育 
 を推進し、個 
 々の進路実現 
 を目指す。 

 ①  就業やインター 
 ンシップ等の体 
 験を通して、勤 
 労観・職業観を 
 育み、進路選択 
 の能力を高める。

 進路指
 導 課

  現在、就業していな 
 い生徒が６割前後い 
 て、そのなかでインタ
 ーンシップの希望者が
 少ない。 

 【成果指標】 
 就業していない生
 徒が、就業体験を
 通して勤労観・職
 業観を身につけ、
 自立する能力の向
 上が見られた。 

 現在、就業していない生徒で、 
 アルバイトやインターンシップ 
 に取り組んだ生徒の割合が 
 Ａ 80％以上である 
 Ｂ 60％以上である 
 Ｃ 40％以上である 
 Ｄ 40％未満である 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 ８月と２ 
 月に調査 
 
 生徒 

 ②  教育振興会会員 
 と学校の繋がり 
 を強め、就職・ 
 アルバイトの支 
 援を依頼する。 

 総務課  会費納入額が減少し、
 総会案内の返信が五割
 以下であるなど、会員
 と学校の繋がりが充分
 とはいえない。 

 【努力指標】 
 会員への情報発信
 量を増やし、学校
 への関心を高め 
 る。 

 就職・就業体験を受け入れても 
 らった会員企業が 
 Ａ ７社以上である 
 Ｂ ５社以上である 
 Ｃ ３社以上である 
 Ｄ ２社以下である 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 ８月と２ 
 月に調査 

 ４  基本的生活習 
 慣の確立に努 
 め、心身とも 
 に健康な体を 
 つくる。 

 ①  欠席・遅刻・早 
 退を減らすため 
 に、生徒・保護 
 者へのはたらき 
 かけや、雇用主 
 への協力依頼を 
 行う。 

 生徒指
 導 課
 
 
 各担任

 怠学や仕事の疲れによ
 る欠席・遅刻・早退が
 若干ではあるが見られ
 る。また、不登校傾向
 による欠席・遅刻・早
 退も見られる。 

 【成果指標】 
 前年度に比べて意
 識的に欠席・遅刻
 ・早退を減らすこ
 とができた生徒の
 割合が増えた。 

 前年度に比べて、意識的に欠席 
 ・遅刻・早退を減らすことがで 
 きた生徒の割合が 
 Ａ 90％以上である。 
 Ｂ 80％以上である。 
 Ｃ 70％以上である。 
 Ｄ 70％未満である。 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 ９月と２ 
 月に調査 
 
 生徒 

 ②  ストレスマネジ 
 メント教育を継 
 続し、ストレス 
 への対処能力の 
 向上をめざす。 

 保健厚
 生 課
 
 教務課
 
 各担任

 本校は自分に合ってい
 ると感じている生徒は
 ９割に上るが、学校が
 楽しいと感じている生
 徒は5割程度に留まっ 
 ている。 

 【成果指標】 
 学校が楽しいと感
 じている生徒が増
 加した。 

 学校が楽しいと感じている生徒 
 の割合が、 
 Ａ 70％以上である 
 Ｂ 55％以上である 
 Ｃ 40％以上である 
 Ｄ 40％未満である 

 ＣまたはＤ
 の場合、取
 り組み方法
 を再検討す
 る。 

 前・後期 
 の２回調 
 査 
 
 生徒 

 
 
 


